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２０２３年度事業報告 

Ⅰ 事業の概要 

１ 事業の実施状況 

    一般社団法人日本交通協会が２０２３年度に実施した事業の概要は、以

下のとおりである。 

 

 (1)  事業活動の実施状況 

① ＪＴＡ人材開発研修 

         将来の会社経営を担うことが期待される人材を対象に、多方面の知識

の吸収、さまざまな経営課題への対応能力の向上及び鉄道人材ネットワ

ークの形成等人材育成の一環として、２０１２年度より「ＪＴＡ人材開

発研修」を実施している。今年度で１２回目を迎え、以下により開催し

た。 

・研修日程 ： 前期 ２０２３年９月  ７日(木)～ ９日(土) 

後期 ２０２４年１月１２日(金)～１３日(土) 

・受 講 者 ： １６法人 ２８名 

       ※累計（第１回から第１２回）研修終了者数は、２９４名である。 

     また、１月１３日には、後期研修最終日に合わせ「第３回ＪＴＡグラ

ンドセミナー」を開催（第一部は研修修了生等による講演会、第二部は

交流会）し、第１回から第１２回研修修了生までを含む１６４名が集い、

修了生相互の交流を深めることができた。 

 

② 交通関係法人連絡協議会 

交通関係法人（２１法人）においても世代交代が進み、各法人代表者の

うち６名が新しいメンバーに交代となった。協議会の設立趣旨及び関係法

人が連絡、協力する体制の確認を行った。 

また、（公財）交通協力会から「鉄道百五十年史編纂事業」の進捗状況

についての報告が行われた。 

１０月の「鉄道記念日の集い」及び１月の「新年互礼会」については、

新型コロナウイルスの感染状況が沈静化している状況を踏まえ、コロナ以

前の通常の状態に戻し開催した。 

  ア  協議会の開催 

  ・第２４回協議会 ： ２０２３年７月１４日（金） 

・第２５回協議会 ： ２０２４年１月１５日（月） 
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イ  鉄道記念日の集いの日本交通協会との共同開催 

      ・開催日 ： ２０２３年１０月６日（金） 

      ・場 所 ： 日本交通協会 大会議室 

      ・内 容 ： 式典・懇親会（立席） 

     ・出席者 ： １７０名 

     ウ 新年互礼会の日本交通協会との共同開催 

     ・開催日 ： ２０２４年１月１５日（月） 

      ・場 所 ： 日本交通協会 大会議室 

     ・内 容 ： 式典・懇親会（立席） 

     ・出席者 ： １８７名 

 

③  午餐会・講演会 

今年度の午餐会・講演会は予定通り１２回開催した。開催にあたって

は、会員の会場（当協会大会議室）参加と Zoomによるオンライン参加を

同時併用しての開催とした。 

・４月２１日「相続の基本とトラブル事例から学ぶ失敗しない相続対策」 

             ファイナンシャル・ジャパン株式会社 

上級相続診断士                熊谷 聡史 氏 

・６月１６日 「日本を巡る安全保障環境と課題 新防衛戦略及びウクラ 

             イナ戦争･米中関係･北朝鮮－その変化と展望－」 

            元海上自衛隊自衛艦隊司令官・海将 香田 洋二  氏 

・７月７日  「習近平長期政権と中国の行方」 

             東京大学大学院 法学政治学研究科 

教授          高原 明生 氏 

・９月１５日  「たった一人の大リーガー」 

               野球評論家            村上 雅則 氏 

      ・１０月１３日「ＪＲ東日本の取り組みについて」 

              東日本旅客鉄道株式会社 

代表取締役副社長               渡利 千春 氏 

・１０月２７日「新型コロナ これまで、これから」 

            公益財団法人結核予防会 理事長     尾身  茂  氏 

・１１月１７日「こそだて家族の昔と今」 

             株式会社博報堂 こそだて家族研究所  

上席研究員                     亀田 知代子 氏 

・１２月８日 「ローカル線を上手に使って地域活性化 

～危機を乗り越える夢と戦略」 

            えちごトキめき鉄道株式会社 

              代表取締役社長               鳥塚   亮 氏 
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     ・１月２３日 「鉄道をめぐる昨今の課題」 

            国土交通省 国土交通審議官      水嶋  智 氏 

      ・２月１６日 「自動運転の現在地」 

             モータージャーナリスト        清水 和夫 氏 

      ・３月８日  「物流の動向と貨物鉄道への期待」 

              日本貨物鉄道株式会社  

              代表取締役会長            真貝 康一 氏 

      ・３月２２日 「富士山噴火とその影響」 

             神奈川県温泉地学研究所  

主任研究員              萬年 一剛 氏 

 

④  調査研究関係 

ア 交通研究委員会 

   今年度の委員会は、一部上期開催予定を都合により下期開催とした

ものの、予定通り６回開催した。 

・６月５日  「ポストコロナにおけるＪＲ東日本のイノベーション戦略」 

東日本旅客鉄道株式会社  

    代表取締役副社長               伊勢 勝巳 氏 

・９月４日  「ジャカルタ MRT 運営維持管理支援(OMCS/2)プロジェクト」 

               日本コンサルタンツ株式会社 

都市鉄道推進本部 部長      宇都宮 真理子 氏 

・１１月１０日「東急電鉄の事業について」 

東急電鉄株式会社 取締役副会長    城石 文明 氏 

・１２月４日 「サイバーセキュリティと鉄道経営」 

               ＪＲ東日本情報システム株式会社 

 取締役会長                  細川 明良 氏 

・２月５日  「ＮＴＴ研究所が描く次世代ＩＣＴ技術、 

ＩＯＷＮとＮＴＴ版ＬＬＭの展望について」 

                        日本電信電話株式会社 

              執行役員 研究開発マーケティング本部 

研究企画部門長         木下 真吾 氏 

・３月４日  「国際規格の動きへの対応と海外展開への提案」 

                         株式会社総合車両製作所 相談役   宮下 直人 氏 

イ  情報セキュリティ対策研究会 

２０１３年度から情報セキュリティの専門家に参加いただき、サイ

バーセキュリティの現状と取り組むべき対策に関する「情報セキュリ

ティ対策研究会」を当協会大会議室において開催している。今年度は

７月１１日と１１月２８日の２回開催した。 
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ウ 海外交通政策資料研究会 

   欧州各国、米国、中国等世界の交通政策に関わる鉄道網整備計画や公

共交通助成等について、交通行政や交通事情に精通している専門家が

国際的視野に立って実態調査に基づいた分析を行うことによって、交

通事業の発展に資することを目的として調査研究事業を行っている。

これら調査研究の成果は「汎交通」に掲載するとともに、当協会ホーム

ページに公開している。今年度は当協会特別会議室に於いて以下の日

程で５回開催した。  

 ・５月１８日、７月６日、９月２１日、１２月７日、２月８日 

 

⑤  機関誌・蔵書等審査委員会 

機関誌「汎交通」は、それぞれ時宣を得たテーマで特集を組むととも

に、講演会、交通研究委員会等の講演内容、運輸・交通界の近況を掲載

し、年４回発行している。配布先としては、当協会会員に加え、関係の

図書館や資料室、大学、行政機関及び社団法人・財団法人等、約１１０

箇所に配布しており、引き続き充実した内容の発行に取り組む。 

      なお、機関誌「汎交通」の発行に当たり、機関誌・蔵書等審査委員会を

当協会特別会議室において以下の日程で６回開催した。 

・４月１８日、５月１８日、７月１９日、８月３１日、１１月２１日、２月１５日 

 

⑥  講演等委員会 

     ２０２４年度の午餐会・講演会の講師候補者についてを議題に当協会

特別会議室において、２０２３年１２月２０日に開催した。 

 

⑦  総務企画委員会 

   新国際ビルの建て替えに関する取り組み状況や２０２３年度の主な

取組について等を議題に当協会特別会議室において、１１月１日及び３

月２７日の２回開催した。 

 

⑧ 図書関係 

       図書活動は、(ⅰ)鉄道経営や交通研究に関する資料の収集及び整備等 

交通関係図書の充実(ⅱ)現存資料の保全・整備(ⅲ)蔵書の整理・分類

(ⅳ)博物館への展示物の貸出(鉄道ポスタ―、書籍、絵画)など、交通関

係の文化活動支援について日々実施している。 

今年度は、特に図書室の蔵書把握と確認・整理に力を入れている。 

 

⑨ 助成金・分担金等 

   主な助成金・分担金等の提供は以下のとおりである。 
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・日本交通学会主催「日本交通学会賞」に対する助成金 

・・・・・・・・・２０万円 

・交通新聞社主催「ＪＲスポーツ賞」に対する協賛金（功労賞） 

・・・・・・・・・２０万円 

・「鉄道の日」実行委員会主催「鉄道の日」にかかる分担金 

・・・・・・・・・４０万円 

 

   ⑩  その他 

      ア 映写会 

・開催日：１０月１７日（火） 

・場 所：日本交通協会 大会議室 

・上 映：長 編「ＡＬＷＡＹＳ 三丁目の夕日」 

短 編「走れ特急『日本海岸編』」 

      イ  親睦関係 

      ・囲碁部    ：例会、指導碁例会を毎月各１回ずつ開催し、９月 

               及び３月に大会議室において大会を開催 

       ・競馬文化研究会：５月及び３月に例会を開催、１２月には横浜・根

岸にある「馬の博物館」の見学会を開催 

      ・旅行部    ：５月に「古河・渡良瀬遊水地視察」、１１月に一泊

二日での「長崎新幹線乗車と長崎駅再開発・軍艦

島視察」を催行、１月には新年会を当協会特別会

議室において開催 

 

(2)  新国際ビル建て替えへの準備 

①  当ビルの建て替えへの準備として、土地、権利床の所有のあり方、収

支計画を前提とした協会スペースのあり方、建て替え資金の調達方法な

ど、多岐に亘り検討中である。 

なお、建て替え準備資金を２０１３年度から各年度の収支状況に応じ

て積み立てを行っているが、今年度は、２千万円の積み立てを行い、現

在３億２千万円の積立金となっている。 

 

    ② 新国際ビルの建て替えに伴う諸課題について検討を深度化するため、     

昨年８月に建て替え業務の専任者１名を迎え入れ、検討体制を整えた。 

   

２ 総会、理事会等に関する事項 

(1)  定時総会 

２０２３年５月２９日（月）１４時から第１１７回定時総会を開催し、



6 

 

予定されていた議案は全て承認された。 

     本総会の出席状況は、会場出席者７３名、議決権行使書提出者３２１名、

委任状提出者２０４名で、総出席者５９８名（定足数４５５名）であった。 

      ・決議事項 

        第１号議案 ２０２２年度計算書類承認の件 

       第２号議案 役員選任の件 

     ・報告事項 

       １ ２０２２年度事業報告について 

       ２ 公益目的支出計画実施報告書の概要について 

     ・その他 

       ２０２３年度事業計画について 

 

(2)  理事会 

   ① ２０２３年５月１０日（水）開催 

    場  所    日本交通協会 大会議室 

    議 題   

   ・決議事項 

     第１号議案 第１１７回定時総会の開催承認の件 

第２号議案 ２０２２年度事業報告等承認の件 

第３号議案 ２０２２年度計算書類等承認の件 

第４号議案 役員選任議案承認の件 

第５号議案 顧問承認の件 

第６号議案 総務企画委員会委員選任の件 

第７号議案 （一社）日本交通協会就業規則改正案承認の件 

第８号議案  （一社）日本交通協会嘱託職員就業規則改正案 

承認の件 

       第９号議案 新規加入会員承認の件 

     ・報告事項 

       ２０２３年度事業計画 

 

  ② ２０２３年５月２９日（月）開催（臨時理事会） 

    場  所    ホテルメトロポリタンエドモント 

    議 題   

    ・決議事項 

     第１号議案 代表理事及び業務執行理事の選定の件 

 

③ ２０２３年１０月６日（金）開催   

  場 所  日本交通協会 大会議室 
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   議 題 

   ・決議事項 

     第１号議案 新規加入会員承認の件 

     第２号議案 (一社)日本交通協会就業規則改正案承認の件 

   ・報告事項 

     １ ２０２３年度上期事業計画 

     ２ その他 

    

  (3) 顧問会議 : ２０２３年１１月６日（月） 

 

 

Ⅱ 会員の状況 

機関誌「汎交通」及び講演会の充実を図りつつ、囲碁部、旅行部等の活動

を支援するなど協会の魅力を高める施策を行った。特に個人会員については

ＪＴＡ研修修了者等の若手会員獲得や法人会員についてもきめの細かい加入

慫慂を図ってきた。 

会員向けサービスとしては、これまで会員専用サイトにおいて講演録、交通

研究委員会の記録など多くの貴重な資料を整備してきたが、更に講演会を視聴

できる会員を増やすために講演会動画配信サービスの提供を検討している。 

ホームページの充実は、会員サービスのレベルアップ、特に地方会員へのサ

ービス向上、更には協会活動の情報発信を通じての新規会員獲得のために非常

に重要である。ホームページを見ての加入も、少なからず見られるようになっ

てきた。したがって、会員からの意見を聴きつつ、更なる充実を図っていく。 

     ・会員数(２０２４年３月３１日現在） 

個 人：７０２名（対前年同期比９名増） 

法 人：２２３法人（対前年同期比８法人増） 

   ・年度末平均年齢(年度末の個人会員） 

     当年度：７０.０歳（前年度：６９.９歳） 

 

 

 Ⅲ 役員等に関する事項 

   ・代表理事（会長）・・・・・・ １名 

   ・業務執行理事（副会長）・・・ １名 

   ・業務執行理事（理事長）・・・ １名 

   ・理事・・・・・・・・・・・ ３２名（会長、副会長、理事長を除く。） 

     ・監事・・・・・・・・・・・  ３名 


